
平成 30年 11月 19日 

弘 前 大 学 

平成 33（2021）年度入学者選抜方法等の変更について 

【第１報】平成 33年度大学入学共通テストの枠組みにおける英語の 

資格・検定試験等の活用について（予告） 
 

 本学の平成 33年度入学者選抜における大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）の利

用については，以下のとおりとします。 

 なお，今後平成 31年７月末頃を目途に，より詳細な実施内容を公表する予定です。 

１．英語の資格・検定試験の活用について 

   ① 英語科目の取扱いについては，共通テストの枠組みにおける５教科７科目の位置づけと

しての大学入試センターが認定した全ての資格・検定試験（以下，「英語認定試験」という。）

を，「一般選抜」の全志願者に課します。 

② 英語認定試験の結果については，文部科学省が提供する各資格・検定試験とＣＥＦＲと

の対照表に基づき，共通テストの英語試験の得点に加点を行います。 

③ 共通テストを課す「総合型選抜」における英語科目についても同様の取扱いとします。 

 
≪英語の配点例≫ 

 

『共通テスト』外国語の筆記の配点が 200点の場合， 

共通テストの英語筆記試験（200点満点）とリスニング 

（50点満点）の合計点数に英語認定試験の得点（40点 

満点）を加算し，200点満点に換算します。 

 

ＣＥＦＲ 加点点数 
Ｃ２ ４０点 
Ｃ１ ３５点 
Ｂ２ ３０点 
Ｂ１ ２５点 
Ａ２ ２０点 
Ａ１ １０点 

 

２．共通テストの記述式問題における試験結果の活用について 

  ① 共通テストの記述式問題については，記述式問題を含む国語及び数学を「一般選抜」の全

志願者に課します。 

② 国語の記述式問題の結果は，大学入試センターから提供される段階別成績表示に基づき，

５段階（最大 40点）でマークシート式の得点に加点を行います。 

≪国語の配点例≫ 

『共通テスト』国語の配点が 200点の場合，共通テストのマークシートの得点（200

点満点）に記述式問題の得点（40点満点）を加点し，200点満点に換算します。 

  ③ 数学の記述式問題の段階別成績表示については，正誤のみの判定であること及び大問の中

でマークシート式問題と一体で出題され記述式問題にも配点がなされることから，従来のマ

ークシート式と同様の取扱いとします。 

  ④ 共通テストを課す「総合型選抜」における国語及び数学についても同様の取扱いとします。 

以 上 


